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二
〇
世
紀
の
世
界
史
を
語
る
際
に
ナ
チ
ズ
ム
が
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
い
ま
さ
ら
強
調
す
る
ま
で
も
あ
る
ま

い
。
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
を
研
究
す
る
際
に
も
、
ナ
チ
ズ
ム
勃
興
の
歴
史
的
背

景
を
こ
の
時
代
に
求
め
る
視
点
が
で
て
く
る
の
も
妾
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

戦
後
の
日
本
に
お
け
る
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
史
研
究
は
ほ
ぼ
こ
う
し
た
問
題
意

識
の
も
と
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
の
際
あ
る
程
度
の
近
代
化
を

な
し
え
た
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
と
は
異
な
り
、
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
前
近

代
的
要
素
が
多
分
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
、
ナ
チ
ズ
ム
成
立
に
と
っ
て
決
定
的

要
因
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
通
説
的
位
置
を
占
め
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
解
釈
が
前
面
に
で
て
く
る
背
景
に
は
、
戦
後
脚
本
に
課
せ
ら
れ
た
民
主

化
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
中
葉
に
か
け
て
の
ド
イ
ツ
社
会
の
変
遷
を
た
ど

っ
た
本
書
は
、
こ
う
し
た
戦
後
史
学
と
い
う
大
き
な
潮
流
の
中
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
研
究
で
あ
り
、
ほ
ぼ
四
〇
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
時
期
の
ド
イ
ツ
、
と

く
に
プ
ロ
イ
セ
ン
に
つ
い
て
着
実
な
研
究
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
末
川
清
聴
が
、

既
発
表
の
論
文
を
土
台
に
、
新
た
な
書
き
下
ろ
し
部
分
を
加
え
て
構
成
し
た

も
の
で
あ
る
。
書
き
下
ろ
し
部
分
も
か
な
り
の
量
に
お
よ
び
、
ま
た
既
発
表

論
文
も
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
イ
セ
ン
史
に
関
す
る
著
者
の
大
き
な
見
通
し
の
中
に

位
置
づ
け
直
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
書
は
単
な
る
論
文
の
寄
せ
集
め
で
は
な

く
、
骨
太
な
構
想
の
も
と
書
か
れ
た
一
個
の
「
作
品
」
と
し
て
の
体
を
な
し

て
い
る
。
現
在
ほ
ど
文
献
入
手
の
条
件
が
恵
ま
れ
な
い
時
代
に
研
究
を
進
め

て
こ
ら
れ
た
著
者
は
、
二
次
文
献
や
入
手
し
え
た
史
料
の
丹
念
な
読
み
込
み

に
よ
っ
て
当
該
時
期
の
ド
イ
ツ
社
会
に
肉
迫
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
本
書

は
そ
う
し
た
文
献
上
の
ハ
ン
デ
ィ
を
感
じ
さ
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
本
書
の
内
容
を
掻
い
摘
ん
で
の
べ
て
い
こ
う
。

　
「
序
言
」
に
お
い
て
本
書
全
体
を
貫
く
問
題
意
識
が
か
た
ら
れ
る
。
本
書

の
中
心
的
問
題
は
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
中
葉
の
近
代
ド
イ
ツ
の

形
成
過
程
に
お
け
る
「
数
世
紀
に
わ
た
り
存
続
し
た
権
威
主
義
的
国
家
」
の

意
義
と
役
割
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
設
定
の
背
景
に
は
、

一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
ド
イ
ツ
の
歴
史
学
界
で
も
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
、
ド
イ
ツ
「
特
有
の
道
」
論
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ナ
チ
ス
成
立
の

歴
史
的
背
景
を
、
近
現
代
ド
イ
ツ
社
会
に
お
け
る
、
前
近
代
的
な
権
威
主
義

的
統
治
体
制
、
伝
統
的
支
配
エ
リ
ー
ト
の
存
続
、
反
議
会
主
義
的
官
憲
一
司

直
国
家
の
機
構
、
非
自
由
主
義
的
政
治
文
化
に
求
め
る
議
論
と
い
え
る
。
こ

の
本
影
的
「
特
有
の
道
」
論
に
は
肯
定
的
「
特
有
の
道
」
論
と
い
う
べ
き
立

場
、
そ
し
て
イ
リ
ー
と
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
よ
る
批
判
も
あ
る
が
、
著
者
は

こ
の
立
場
の
有
効
性
を
強
調
す
る
。
そ
れ
は
、
昆
主
主
義
と
「
市
民
」
の
形

成
を
政
治
文
化
上
の
価
値
基
準
に
す
る
と
い
う
観
点
と
、
政
治
的
紛
争
の
解

決
に
は
権
威
主
義
よ
り
も
議
会
制
民
主
主
義
の
方
が
有
効
で
あ
っ
た
と
い
う

経
験
に
よ
る
。
、
こ
の
「
特
有
の
道
」
論
を
念
頭
に
お
き
、
権
威
主
義
的
統
治

体
制
が
一
八
世
紀
中
葉
の
「
国
王
絶
対
主
義
」
、
　
一
九
世
紀
初
頭
の
改
革
を
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評書

へ
て
生
じ
た
「
官
僚
絶
対
主
義
の
主
導
す
る
行
政
甘
藍
」
、
一
八
四
八
年
の
革

命
を
契
機
と
す
る
「
行
政
国
家
型
憲
政
」
へ
と
そ
の
本
質
を
存
続
さ
せ
つ
つ

「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」
し
、
第
二
帝
政
の
前
近
代
的
な
統
治
体
制
に
い
き

つ
く
と
い
う
観
点
で
プ
ロ
イ
セ
ン
の
政
治
史
が
描
か
れ
る
。
本
書
で
は
、
権

威
主
義
的
統
治
体
制
が
存
続
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
の

か
と
い
う
課
題
が
具
体
的
問
題
と
し
て
設
定
さ
れ
、
そ
の
際
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

内
在
的
理
解
お
よ
び
「
動
」
と
「
反
動
」
の
交
錯
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
政
治

史
を
捉
え
る
こ
と
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
。

　
第
一
部
「
『
上
か
ら
』
の
近
代
化
」
は
、
「
国
王
絶
対
主
義
」
に
関
す
る
正
・

E
と
一
九
世
紀
初
頭
の
改
革
を
あ
つ
か
っ
た
皿
に
そ
の
内
容
が
整
理
で
き
る
。

　
「
一
　
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
王
政
に
よ
る
西
欧
思
想
の
受
容
」
で
は
カ
ル
ヴ

ァ
ン
の
予
定
説
と
啓
蒙
思
想
と
い
う
西
欧
の
変
革
思
想
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
で

は
絶
対
王
政
安
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
。
こ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
対
王
政
の
も
と
で
は
東
部
の
大
土
地
所
有
貴
族
が
、

郡
や
「
領
主
支
配
領
域
」
に
お
い
て
行
政
・
司
法
上
の
特
権
（
「
オ
ー
ブ
リ
ヒ

カ
イ
ト
」
）
を
有
し
、
そ
の
た
め
中
央
権
力
と
騎
士
領
所
有
岩
の
割
拠
的
権
力

の
併
存
状
態
が
み
ら
れ
た
（
「
皿
　
絶
対
王
政
の
二
重
構
造
」
）
。

　
こ
う
し
た
「
国
王
絶
対
主
義
」
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
戦
争
を
契
機
と
す
る

改
革
が
ど
の
よ
う
な
手
を
加
え
た
の
か
が
「
皿
　
一
九
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ

に
お
け
る
改
革
」
で
整
理
さ
れ
る
。
ま
ず
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の

近
代
化
の
地
域
類
型
（
ラ
イ
ン
左
岸
地
域
・
ラ
イ
ン
同
盟
地
域
・
プ
ロ
イ
セ

ン
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
が
試
み
ら
れ
る
。
西
南
ド
イ
ツ
で
は
「
社
会
経
済
的

に
は
保
守
主
義
、
政
治
的
に
は
立
憲
主
義
」
、
プ
p
イ
セ
ン
で
は
「
社
会
経

済
的
に
は
自
由
主
義
、
政
治
的
に
は
官
憲
国
家
的
構
造
」
が
生
じ
た
。
プ
ロ

イ
セ
ン
に
お
い
て
は
改
革
を
通
じ
て
「
伝
統
的
シ
ュ
テ
ン
デ
制
に
よ
り
か
か

り
絶
え
ず
こ
れ
と
協
調
し
な
が
ら
、
自
由
な
経
済
社
会
を
発
展
さ
せ
よ
う
と

志
す
宮
僚
国
家
」
が
成
立
す
る
。
こ
の
國
家
の
構
造
を
具
体
的
に
論
じ
る
の

が
第
二
部
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

　
第
二
部
「
一
八
四
八
年
の
革
命
」
で
は
ま
ず
「
一
　
問
題
の
提
起
i
『
特

有
の
道
』
に
と
っ
て
の
転
換
点
」
で
三
月
革
命
前
後
の
変
革
運
動
を
と
り
あ

げ
る
意
味
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
一
部
の
皿
で
確
認
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
と
西
南

ド
イ
ツ
と
の
改
革
の
帰
結
の
違
い
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
近
代
化
に
も
西
南
ド
イ

ツ
と
い
う
、
プ
ロ
イ
セ
ン
的
「
特
有
の
道
」
の
修
正
の
可
能
性
が
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
可
能
性
を
今
度
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
内
部
に
も
探
ろ

う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
「
H
　
『
三
月
前
期
』
の
政
治
と
社
会
」
で
は
、
「
官
僚
絶
対
主
義
の
主
導

す
る
行
政
国
家
」
の
講
造
と
、
そ
れ
に
対
抗
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
一
八
四

〇
年
代
の
民
主
主
義
思
想
に
つ
い
て
の
概
観
が
試
み
ら
れ
る
。
前
者
に
つ
い

て
は
、
コ
ー
ゼ
レ
ッ
ク
の
論
文
コ
八
一
五
年
か
ら
一
八
四
八
年
ま
で
の
プ

ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
圏
家
と
社
会
」
（
　
九
六
二
年
）
に
依
拠
し
て
そ
の
内

実
が
語
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
「
行
政
圏
家
」
と
流
動
す
る
社
会
の
対
応
関
係

か
ら
状
況
が
読
み
解
か
れ
る
。
ま
ず
、
当
時
の
プ
ロ
イ
セ
ン
社
会
の
体
制
変

革
の
主
唱
者
は
「
行
政
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
自
ら
を
「
公
共
的
身
分
」

と
意
識
し
た
官
僚
が
、
社
会
の
改
革
を
指
導
す
る
。
「
行
政
」
は
、
「
合
法
的

社
会
革
命
」
を
お
こ
な
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
新
経
済
社
会
が
誕
生
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
で
生
じ
た
社
会
問
題
の
解
決
は
お
き
ざ
り
に
さ
れ
、
そ
こ

に
国
家
と
社
会
の
分
離
過
程
の
進
行
が
伺
え
る
。
さ
ら
に
、
一
八
四
〇
年
代

以
降
、
市
丘
に
対
す
る
後
見
が
警
察
国
家
的
な
強
圧
に
転
じ
、
そ
れ
は
官
僚

の
精
神
的
指
導
性
の
喪
失
を
意
歯
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
自
由
な

経
済
社
会
が
「
行
政
国
家
」
に
敵
対
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
革
命
の
主
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要
な
前
提
を
な
す
。
他
方
、
東
部
三
州
に
お
け
る
騎
士
領
所
有
者
は
、
以
前

同
様
「
国
家
内
国
家
」
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
つ
つ
、
ま
た
一
八
四
〇
年

以
降
国
政
に
直
接
自
分
た
ち
の
利
害
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
て

「
行
政
」
が
作
り
だ
し
た
「
経
済
社
会
」
が
、
今
度
は
革
命
の
二
六
と
な
り
、

「
行
政
」
に
対
抗
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
か
ら
様
々
な
変
革
思
想

が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
転
機
と
し
て
重
要
な
の
は
一
八
四
〇
年
代
で
あ
り
、

そ
れ
以
前
の
初
期
自
由
主
義
か
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
自
由
主
義
、
急
進
罠
主
主

義
、
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
が
派
生
し
た
と
い
う
。
著
者
は
当
時
の
諸
党
派

の
活
動
を
、
ガ
ル
の
論
文
「
自
由
主
義
と
市
民
社
会
」
（
一
九
七
五
年
）
を

も
と
に
整
理
す
る
。
ガ
ル
は
、
初
期
自
由
主
義
の
も
と
で
は
市
罠
社
会
が
発

展
す
る
に
つ
れ
均
質
な
無
階
級
社
会
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
が
、

世
紀
中
葉
に
は
工
業
化
の
進
展
に
対
し
て
三
通
り
の
反
応
が
派
生
し
た
と
主

張
す
る
。
す
な
わ
ち
①
中
産
身
分
の
政
治
的
解
放
を
目
指
す
教
条
主
義
的
反

応
、
②
時
流
迎
合
的
反
応
、
そ
し
て
③
社
会
政
策
の
推
進
を
目
指
す
修
正
主

義
的
反
応
で
あ
り
、
著
者
は
こ
の
う
ち
①
と
③
を
急
進
民
主
主
義
的
潮
流
に

分
類
す
る
。
一
八
四
〇
年
代
の
民
主
主
義
者
は
、
自
立
的
な
市
民
の
自
己
増

加
を
目
指
し
た
初
期
自
由
主
義
と
は
、
自
立
的
な
市
民
の
育
成
を
政
策
的
・
、

意
図
的
に
お
こ
な
っ
た
点
で
異
な
り
、
同
時
代
の
自
由
主
義
老
と
く
ら
べ
る

と
、
「
鮭
会
問
題
」
に
よ
り
積
極
的
に
と
り
く
ん
だ
こ
と
か
ら
異
な
っ
た
政

治
論
を
も
つ
に
い
た
っ
た
。

　
こ
う
し
た
革
命
前
後
の
諸
党
派
を
個
別
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
の
が
「
皿

一
八
四
八
年
の
諸
党
派
と
民
衆
」
で
あ
る
。
「
1
　
｝
八
四
八
年
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
」
で
、
封
建
制
・
君
主
や
封
建
貴
族
の
専
制
支
配
の
転
覆
と
、
資
本
主

義
的
搾
取
関
係
お
よ
び
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
支
配
体
制
の
糾
弾
と
い
う
二
つ
の
問
題

が
交
錯
し
た
こ
と
か
ら
、
一
八
四
八
年
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
曲
が
り
角
」
と

し
て
の
意
味
を
も
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
続
く
「
2
　
三
月
革
命
期
に
お
け
る
ラ
イ
ン
自
由
派
の
政
治
的
性
格
」
は
、

革
命
的
使
命
を
な
げ
う
っ
た
と
従
来
評
価
さ
れ
て
き
た
三
月
革
命
期
の
ド
イ

ツ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に
つ
い
て
、
上
層
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
か
ら
な
る
ラ
イ
ン
自

由
派
の
分
析
か
ら
再
検
討
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
後
に
三
月
内
閣
を
形
成

す
る
こ
と
に
な
る
彼
ら
の
思
想
に
、
党
派
き
っ
て
の
合
理
的
実
践
家
と
さ
れ

る
ハ
ソ
ゼ
マ
ン
の
「
覚
書
」
を
通
じ
て
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
覚

書
」
の
分
析
か
ら
は
、
彼
が
、
行
政
国
家
的
官
僚
制
の
打
倒
と
東
部
大
土
地

所
有
貴
族
の
地
方
に
お
け
る
権
力
の
破
砕
を
通
じ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
支
配
の
貫

徹
を
目
指
し
た
と
と
も
に
、
霜
露
主
義
的
・
貴
族
制
的
要
素
に
よ
っ
て
大
衆

支
配
を
防
止
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
盟
ら
か
と
な
る
。

　
ラ
イ
ン
自
由
派
と
の
対
比
の
も
と
民
主
派
の
特
質
を
つ
か
も
う
と
し
た
の

が
、
「
3
　
三
月
革
命
期
に
お
け
る
民
主
派
の
政
治
思
想
」
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
ヴ
ェ
ソ
デ
の
『
三
月
前
期
の
急
進
主
義
』
（
｝
九
七
五
年
）
に
導
か
れ
つ
つ
、

ヤ
コ
…
ビ
と
デ
ス
タ
ー
が
具
体
的
考
察
の
対
象
と
な
る
。
ま
ず
、
憲
法
制
定

に
つ
い
て
は
自
由
派
が
君
主
制
や
貴
族
制
の
原
鋼
に
た
ち
、
「
法
の
連
続
性
」

な
ど
が
前
面
に
で
る
の
に
対
し
て
、
民
主
派
で
は
君
主
主
義
原
理
か
ら
の
絶

縁
を
迫
る
立
場
か
ら
「
民
定
」
が
そ
の
原
劉
と
し
て
主
張
さ
れ
る
。
次
に
、

政
治
体
制
に
つ
い
て
は
自
由
派
は
既
存
の
体
制
を
「
改
革
」
し
て
盟
主
制
、

貴
族
制
、
官
僚
制
に
よ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
「
自
由
と
秩
序
」
の
維
持
を
目
指

し
た
が
、
民
主
派
は
「
革
命
」
に
よ
っ
て
「
君
主
主
権
に
対
す
る
人
民
主
権
」

「
後
見
に
対
す
る
自
治
」
「
特
権
に
対
す
る
同
権
」
を
創
出
す
る
こ
と
を
呂
指

し
た
。
こ
の
民
主
派
に
、
「
行
政
国
家
型
憲
政
」
に
い
た
る
の
と
は
対
照
的

な
民
主
主
義
的
発
展
へ
の
萌
芽
が
伺
え
る
。

　
民
主
派
と
農
民
の
関
係
を
論
じ
え
の
が
、
「
4
　
三
月
革
命
期
に
お
け
る
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評書

封
建
的
賦
課
廃
棄
の
運
動
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
の
農

民
協
会
の
活
動
と
プ
ロ
イ
セ
ン
国
民
議
会
の
立
法
過
程
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
革
命
期
の
農
民
運
動
は
、
一
九
批
紀
初
頭
以
来
の
プ
ロ
イ
セ
ン
の
農

業
改
革
の
過
程
で
も
と
く
に
強
力
な
下
か
ら
の
変
革
運
動
で
あ
っ
た
。
運
動

を
強
力
に
し
た
の
は
、
封
建
的
賦
課
と
領
主
的
特
権
か
ら
の
解
放
と
い
う
共

通
の
目
標
に
よ
る
艮
主
派
、
上
層
農
民
、
小
土
地
所
有
者
の
結
合
で
あ
る
。

四
八
年
＝
一
月
二
〇
日
の
仮
条
例
に
よ
っ
て
上
層
農
民
は
目
標
を
達
成
し
た

と
し
て
身
を
ひ
く
が
、
下
層
の
住
民
は
決
し
て
満
足
せ
ず
、
よ
リ
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
方
向
に
す
す
む
。
結
果
的
に
シ
ュ
ン
ー
ジ
ェ
ン
の
農
民
運
動
は
、
上
層

農
民
を
封
建
制
の
最
後
の
拮
抗
か
ら
解
放
す
る
運
動
で
あ
っ
た
。

　
「
5
　
一
八
四
八
年
秋
の
『
労
働
者
友
愛
会
』
の
立
場
」
で
は
、
民
主
派

の
政
治
路
線
が
大
衆
的
基
盤
を
も
ち
う
る
か
ど
う
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
三
月
革
命
に
展
開
し
た
労
働
者
運
動
の
三
つ
の
潮
流
、
①
社
会

保
守
主
義
②
社
会
改
良
主
義
③
鮭
会
革
命
の
う
ち
、
「
革
命
期
に
お
け
る
ド

イ
ツ
労
働
者
の
最
大
、
も
っ
と
も
広
汎
な
組
織
」
で
あ
り
、
②
の
潮
流
に
あ

る
労
働
者
友
愛
会
が
検
討
の
対
象
と
な
る
。
機
関
誌
『
友
愛
』
の
ボ
ル
ン
の

諸
論
説
が
史
料
で
あ
る
。
ボ
ル
ン
の
論
説
で
は
、
「
社
会
問
題
」
の
解
決
の

た
め
に
労
働
者
が
結
集
し
て
つ
く
ら
れ
る
「
組
合
」
主
義
的
潮
流
が
優
越
し

て
い
る
。
こ
の
「
組
合
」
か
ら
は
政
治
体
制
の
民
主
主
義
的
変
革
の
構
想
は

導
き
だ
さ
れ
ず
、
卑
属
主
権
の
確
立
の
課
題
が
「
社
会
問
題
」
と
の
間
に
論

理
的
連
関
を
失
い
、
結
果
と
し
て
民
主
派
は
労
働
者
の
支
持
を
え
ら
れ
な
か

っ
た
。

　
第
二
部
で
検
討
の
対
象
と
な
っ
た
「
下
か
ら
」
の
変
革
の
動
き
を
う
け
、

プ
ロ
イ
セ
ン
の
統
治
体
制
が
ど
の
よ
う
に
「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」
し
た
の

か
が
、
第
三
部
「
『
行
政
国
家
』
型
憲
政
の
確
立
」
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

「
1
　
欽
定
憲
法
の
制
定
」
で
革
命
を
契
機
に
制
定
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
の

憲
法
に
検
討
が
加
え
ら
れ
た
の
ち
、
「
E
　
『
行
政
国
家
』
型
憲
政
と
ロ
ー
レ

ン
ツ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
」
で
は
シ
ュ
タ
イ
ン
の
『
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法
問
題
に
寄

せ
て
』
（
一
八
五
二
年
）
を
題
材
に
革
命
後
の
プ
ロ
イ
セ
ン
統
治
体
制
へ
の

分
析
が
試
み
ら
れ
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
一
八
五
〇
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
憲
法

体
制
を
、
「
真
の
憲
政
」
に
対
す
る
「
特
殊
プ
ロ
イ
セ
ン
的
憲
政
」
と
よ
び
、

そ
の
特
色
と
し
て
強
大
な
霜
主
主
権
を
挺
子
と
し
、
行
政
府
が
議
会
の
鰍
肘

を
う
け
ず
に
国
政
を
運
用
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
寺
塔
絶
対
主

義
の
伝
統
が
「
行
政
国
家
型
憲
政
」
に
形
を
変
え
て
継
承
し
た
も
の
で
あ
る

と
著
者
は
位
置
づ
け
る
。
こ
の
シ
ュ
タ
イ
ン
が
、
明
治
日
本
に
ど
の
よ
う
な

政
治
体
制
の
導
入
を
薦
め
た
の
か
を
検
討
し
て
い
る
の
が
「
頂
　
ロ
ー
レ
ン

ツ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
に
お
け
る
日
本
と
ド
イ
ツ
」
で
あ
る
。

　
本
書
の
実
証
的
成
果
が
現
代
ド
イ
ツ
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
を

「
エ
ピ
ロ
ー
グ
　
『
プ
ロ
イ
セ
ン
』
論
の
現
代
性
」
が
論
じ
る
。
そ
こ
で
は
、

「
プ
ロ
イ
セ
ン
」
の
年
と
も
い
わ
れ
た
一
九
八
一
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
展
覧
会
、

書
物
な
ど
の
分
析
を
通
じ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
的
・
権
威
主
義
的
要
素
が
現
代
ド

イ
ツ
に
も
根
強
く
み
ら
れ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

　
以
上
、
本
書
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
成
立
の
歴
史
的
背
景
を
探
る
と
い
う
戦
後

日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
史
研
究
の
閥
題
意
識
に
立
ち
つ
つ
、
一
八
世
紀
後
半

か
ら
一
九
世
紀
中
葉
に
か
け
て
の
プ
ロ
イ
セ
ン
社
会
の
変
遷
を
「
国
玉
絶
対

主
義
」
↓
「
官
僚
絶
対
主
義
の
主
導
す
る
行
政
鼠
輩
」
↓
「
行
政
国
家
型
憲

政
」
と
い
う
観
点
か
ら
鮮
明
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
の

実
証
面
で
の
圧
巻
は
、
第
二
部
皿
で
試
み
ら
れ
て
い
る
三
月
前
期
・
三
月
革

命
に
お
け
る
様
々
な
党
派
・
運
動
の
思
想
と
活
動
に
関
す
る
分
析
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
本
書
の
含
蓄
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
後
に
詳
論
す
る
も
の
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を
の
ぞ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
点
を
指
摘
し
え
よ
う
。
ま
ず
、
日
本
の
ド
イ

ツ
史
研
究
に
お
い
て
は
一
八
世
紀
研
究
と
一
九
世
紀
研
究
が
、
相
互
の
つ
な

が
り
が
問
わ
れ
な
い
ま
ま
別
個
に
進
め
ら
れ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。
本
書

は
、
両
者
の
架
橋
を
試
み
た
点
に
お
い
て
も
十
分
な
意
嚢
が
あ
る
。
第
二
に
、

必
ず
し
も
十
分
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
一
九
世
紀
ド

イ
ツ
史
研
究
の
、
プ
ロ
イ
セ
ン
中
心
主
義
と
も
い
う
べ
き
傾
向
を
改
め
る
必

要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
今
後
の
ド
イ
ツ
史
研
究
に
欠
か
せ
な
い

観
点
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
、
一
九
世
紀
初
頭
に
ド
イ
ツ
の
各
邦
で
試
み
ら
れ

た
改
革
の
概
観
と
類
型
化
も
、
従
来
こ
の
時
期
の
改
革
の
中
で
も
プ
ロ
イ
セ

ン
の
そ
れ
に
も
っ
ぱ
ら
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
き
た
と
い
う
研
究
状
況
を
鑑
み

れ
ば
、
そ
の
有
用
性
は
極
め
て
高
い
。
第
四
に
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
シ
ュ
タ
イ

ン
を
介
し
た
日
本
と
ド
イ
ツ
の
比
較
の
試
み
も
、
本
書
に
大
き
な
ふ
く
ら
み

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
本
書
は
一
つ
の
見
通
し
を
う
ち
だ
し
た
点
で
も
、
実

証
的
な
点
で
も
近
現
代
ド
イ
ツ
史
研
究
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の

と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
本
書
で
も
、
何
ら
か
の
問
題
を
免
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

　
本
書
の
問
題
点
と
し
て
ま
ず
「
国
王
絶
対
主
義
」
↓
「
官
僚
絶
対
主
義
の

主
導
す
る
行
政
国
家
」
↓
「
行
政
国
家
型
憲
政
」
と
い
う
本
書
の
う
ち
だ
し

た
大
き
な
見
通
し
に
ふ
れ
た
い
。
　
一
九
世
紀
以
降
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
統
治
盲

溝
が
官
僚
の
肥
大
と
い
う
現
象
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
の
観
点
で
プ
ロ
イ
セ
ン
の
統
治
機
構
の
変
遷
を
整
理
す
る
こ
と
は
㎝

つ
の
解
釈
と
し
て
有
効
性
を
も
ち
え
る
よ
う
に
お
も
え
る
。
す
く
な
く
と
も

最
初
の
二
つ
の
段
階
は
本
書
で
も
十
分
な
材
料
を
も
と
に
論
じ
ら
れ
、
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
内
在
的
理
解
お
よ
び
「
動
」
と
「
反
動
」
の
交
錯
と
し
て
把
握
す

る
と
い
う
「
序
言
」
で
の
方
針
に
対
応
し
て
い
る
し
、
議
論
に
説
得
力
が
あ

る
。
し
か
し
、
「
行
政
国
家
学
憲
政
」
に
つ
い
て
は
事
清
が
異
な
る
。

　
ま
ず
、
議
論
の
根
拠
が
、
欽
定
憲
法
の
分
析
を
の
ぞ
け
ば
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
・

シ
ュ
タ
イ
ン
と
い
う
一
学
者
の
言
説
だ
け
で
あ
り
、
統
治
機
溝
の
内
実
に
つ

い
て
ふ
れ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
「
行
政

国
家
型
憲
政
」
は
シ
ュ
タ
イ
ン
の
頭
の
中
で
語
ら
れ
る
㎝
つ
の
イ
メ
ー
ジ
以

上
の
も
の
を
で
て
い
な
い
。
「
行
政
国
家
型
憲
政
」
と
い
う
概
念
を
帝
政
期

の
統
治
機
構
に
も
適
用
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
論

拠
は
シ
ュ
タ
イ
ン
の
み
で
あ
り
、
著
者
の
主
張
を
素
直
に
う
け
い
れ
る
に
は

か
な
り
の
抵
抗
を
感
じ
る
。
さ
ら
に
、
「
行
政
国
家
型
憲
政
」
が
そ
の
後
の

ド
イ
ツ
社
会
の
変
化
（
都
市
化
・
工
業
化
や
ド
イ
ツ
統
一
・
第
一
次
世
界
大

戦
・
大
恐
慌
な
ど
）
を
経
て
ど
の
よ
う
に
「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
」
し
、
ナ

チ
ズ
ム
に
い
た
っ
た
か
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
書
が
ナ
チ
ズ
ム
の
．

歴
史
的
老
身
の
探
求
と
い
う
本
書
の
元
々
の
問
題
関
心
に
答
え
て
い
な
い
こ

と
も
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　
次
に
、
第
二
部
の
叙
述
を
豊
か
な
も
の
と
し
た
「
別
の
道
」
、
す
な
わ
ち

「
下
か
ら
の
」
な
い
し
は
「
社
会
」
の
動
き
の
探
求
が
、
「
行
政
国
家
型
憲

政
」
を
あ
つ
か
う
第
三
部
で
は
考
察
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
第
三
部
の
叙
述
が
第
二
部
に
比
べ
て
平
板
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
の

は
否
定
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
第
二
部
で
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
罠
主
派
や

自
由
派
が
革
命
後
に
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
、
ど
の
よ
・
γ
な
活
動
を

し
た
の
だ
ろ
う
か
～
　
こ
う
し
た
問
題
に
答
え
る
こ
と
は
、
三
月
革
命
を
境

と
し
た
プ
胃
イ
セ
ン
社
会
の
転
換
を
本
書
と
は
別
の
角
度
か
ら
照
射
す
る
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
が
、
本
書
で
は
と
く
に
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
。
た
だ
し
、
こ
う
の
べ
る
の
は
評
者
の
無
い
物
ね
だ
り
で
は
な
い
。
本

書
に
お
い
て
そ
の
思
想
や
活
動
が
「
大
部
分
の
ド
イ
ツ
に
適
合
的
と
お
も
わ
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評駆

れ
る
厩
主
派
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
J
・
フ
レ
ー
ベ
ル
に
関
し
て
著
者
が
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

年
進
め
て
こ
ら
れ
た
、
一
連
の
研
究
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

フ
レ
ー
ベ
ル
は
急
進
民
主
主
義
思
想
か
ら
現
実
的
権
力
政
治
論
へ
と
、
三
月

革
命
を
挾
ん
で
そ
の
患
想
を
大
き
く
変
え
た
の
だ
が
、
そ
の
変
化
が
本
書
の

構
想
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
～
　
ま
た
、
本

書
の
叙
述
か
ら
は
、
三
月
革
命
後
の
「
行
政
国
家
型
憲
政
」
の
時
期
に
は
「
社

会
」
の
動
き
が
完
全
に
封
じ
ら
れ
た
よ
う
な
印
象
を
う
け
る
。
し
か
し
、
た

と
え
ば
、
本
書
で
も
「
社
会
」
の
側
の
社
会
問
題
解
決
の
試
み
と
し
て
と
り

あ
げ
ら
れ
る
「
組
合
」
の
活
動
が
本
格
的
に
展
開
す
る
の
は
三
月
革
命
後
の

こ
と
で
あ
る
。
三
月
革
命
後
、
「
社
会
」
の
活
動
は
よ
り
活
性
化
し
た
と
い

う
べ
き
で
あ
り
、
国
家
も
そ
う
し
た
「
社
会
」
の
動
き
か
ら
超
然
と
し
え
た

わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。

　
本
書
の
抱
え
る
問
題
と
し
て
次
に
本
書
の
基
本
的
な
視
角
で
あ
る
「
特
有

の
道
」
論
に
関
わ
る
論
点
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
こ
の
「
特
有
の
道
」
論
に
対

し
て
イ
リ
ー
ら
が
一
九
八
○
年
に
発
表
し
た
著
作
に
お
い
て
批
判
を
加
え
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
い
わ
ゆ
る
「
特
有
の
道
」
論
争
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
は
行
論
の
必
要
か
ら
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
批
判
に
お
い
て

イ
リ
ー
ら
は
、
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
ら
社
会
構
造
史
派
に
み
ら
れ
る
「
特
有
の
道
」

論
は
、
実
態
か
ら
遊
離
し
た
、
理
想
化
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
に
関

す
る
モ
デ
ル
を
も
と
に
す
る
誤
っ
た
比
較
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

「
特
有
の
道
」
論
争
の
洗
礼
を
う
け
つ
つ
、
研
究
者
と
し
て
の
道
を
歩
み
は

じ
め
た
評
者
は
、
著
港
の
基
本
的
な
視
角
を
無
批
判
に
共
有
し
う
る
わ
け
で

は
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
と
は
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
を
巨
視
的
に
ど
う
捉
え
る

か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
議
論
が
そ
う
し
た
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、

「
特
有
の
道
」
論
が
そ
う
し
た
視
点
の
選
択
肢
の
一
つ
に
十
分
な
り
う
る
こ

と
は
評
者
も
認
め
る
に
吝
か
で
は
な
い
。
　
「
特
有
の
道
」
論
に
対
す
る
著
者

と
評
者
の
立
場
の
違
い
は
、
一
九
三
三
年
生
ま
れ
で
、
戦
後
民
主
主
義
教
育

の
洗
礼
を
強
烈
に
う
け
た
著
者
と
、
一
九
六
二
年
生
ま
れ
で
、
高
校
生
の
時

代
は
「
し
ら
け
世
代
」
、
長
じ
る
と
「
新
人
類
」
と
よ
ば
れ
た
、
い
わ
ぼ
絶

対
的
な
定
値
観
が
崩
壊
し
た
世
代
に
属
す
る
評
者
と
の
間
の
世
代
差
か
ら
来

る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
議
論
を
こ
う
し
た
世
代
差
に
還
元
さ

せ
て
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、
学
術
書
に
対
す
る
書
評
と
は
言
い
難
い
も
の
と

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
は
、
次
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
本
書
が
、
「
特
有
の
道
」
論
の
多
く
が
と
る
単
線
的
発
展
史
観
か

ら
脱
却
し
、
そ
の
議
論
が
別
の
地
平
に
到
達
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
本
書
で
は
、
「
特
有
の
道
」
論
に
お
い
て
は
「
上
か
ら
」
教

導
さ
れ
る
対
象
と
し
て
消
極
的
な
意
義
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

「
下
か
ら
の
」
変
革
の
動
き
が
重
要
な
考
察
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
動
き
を
う
け
て
統
治
機
構
側
が
柔
軟
に
「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
…
ゼ
」
し
て

い
く
様
を
描
く
こ
と
も
本
書
の
意
図
の
一
つ
で
あ
り
、
本
書
は
「
特
有
の
道
」

的
ド
イ
ツ
夕
影
に
お
い
て
は
硬
直
的
と
み
ら
れ
が
ち
な
ド
イ
ツ
社
会
が
「
下

か
ら
の
」
動
き
を
う
け
つ
つ
躍
動
的
に
変
貌
し
て
い
く
様
を
具
体
的
に
再
現

す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
一
九
世
紀
初
頭
の
改
革
の
全
ド
イ
ツ
的
概
観

や
プ
ロ
イ
セ
ン
偏
重
主
義
へ
の
留
保
を
含
め
、
本
書
を
読
ん
だ
者
が
う
け
る

の
は
、
ド
イ
ツ
の
近
代
が
様
々
な
「
道
」
の
絡
み
合
い
の
も
と
進
ん
だ
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
構
想
全
体
に
「
特
有
の

道
」
と
い
う
枠
組
み
を
あ
て
は
め
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
本
書
の
も
つ
意
義

を
艇
め
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
次
に
、
著
者
は
批
判
的
「
特
有
の
道
」
論
の
有
効
性
を
主
張
す
る
際
、
民

主
主
義
と
「
甫
民
」
の
形
成
を
政
治
文
化
上
の
価
値
基
準
に
す
る
と
い
っ
た
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著
者
の
政
治
的
な
瓶
値
観
を
根
拠
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
現
在
の
学

界
の
中
で
「
特
有
の
道
」
に
よ
る
ド
イ
ツ
史
理
解
を
前
面
に
押
し
だ
す
こ
と

に
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
か
は
本
書
か
ら
は
伺
え
な
い
。
す
く
な
く
と
も

イ
リ
ー
ら
の
批
判
の
問
題
点
の
検
討
は
、
「
特
有
の
道
」
論
を
あ
え
て
前
面

に
だ
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
議
論
を
進
め
る
上
で
必
要
な
手
続
き
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
た
し
か
に
「
特
有
の
道
」
論
争
は
、
そ
れ
自
体
か
ら
は
生
産
的
な

成
果
を
あ
げ
な
い
ま
ま
、
尻
す
ぼ
み
に
終
わ
っ
た
感
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
。

ま
た
、
論
争
以
後
の
ド
イ
ツ
史
学
界
の
動
向
を
包
括
的
に
論
じ
る
用
意
は
評

者
に
も
な
い
。
た
だ
、
論
争
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
「
市
断
層
」
や
「
自
由

主
義
」
と
い
っ
た
、
「
特
有
の
道
」
論
的
ド
イ
ツ
史
理
解
で
も
重
要
な
位
置
を

占
め
る
要
素
の
再
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
言
及
し
て
お
い
て
も

よ
か
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
「
特
有
の
道
」
論
の
枠
組
み
を
超
え
、

よ
り
実
証
的
に
当
時
の
市
罠
層
の
実
態
の
解
開
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
従
来
の
「
特
有
の
道
」
論
で
は
「
弱
さ
」
が
強
調
さ
れ
た
ド
イ
ツ
市

民
層
の
イ
メ
ー
ジ
（
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
封
建
化
」
な
ど
）
は
近
年
修
正
さ

　
　
　
　
③

れ
つ
つ
あ
る
。
現
在
「
特
有
の
道
」
論
争
を
超
え
て
近
代
ド
イ
ツ
史
研
究
が

進
ん
で
い
る
と
い
え
、
そ
う
し
た
中
で
「
特
有
の
道
」
論
的
解
釈
を
前
面
に

だ
す
こ
と
の
意
義
づ
け
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
お
も
う
。
先
に
も

の
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
「
特
有
の
道
」
論
的
枠
組
み
を
超
え
て
い
る
こ
と

に
そ
の
意
義
の
一
つ
が
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
だ
け
に
、
こ
う
し
た
感
慨
は
よ

り
一
層
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
特
有
の
道
」
論
に
関
す
る
議
論
に
限
ら
ず
、
一
九
八
○
年
代
以
降

の
研
究
に
対
す
る
添
書
の
立
場
が
明
示
し
て
い
な
い
た
め
、
本
書
の
研
究
史

上
の
意
義
が
些
か
み
え
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
本
書
の
問
題

点
と
し
て
あ
げ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
邦
語
文
献
に
限
っ
て
も
、
本
書
と
密

接
に
関
わ
る
走
査
が
数
多
く
世
に
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
補
注
で
そ
う

し
た
研
究
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
研
究
と
本
書
と
の

違
い
ま
で
は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
労
働
者
友
愛
会
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
は
近
年
の
山
井
敏
章
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
著
者
が
、
「
組
合
」
と
人

民
支
配
は
ボ
ル
ン
の
議
論
に
お
い
て
は
切
れ
て
い
る
と
位
置
づ
け
る
の
に
対

し
て
、
山
井
氏
は
、
こ
の
両
者
を
ボ
ル
ソ
は
密
接
な
論
理
的
連
関
の
も
と
に

お
い
た
と
主
張
し
、
二
人
の
見
解
は
完
全
に
食
い
違
っ
て
い
る
。
著
者
は
、

山
井
茂
の
批
判
に
対
す
る
解
答
を
「
他
日
を
期
し
た
い
」
と
し
て
い
る
が
、

本
書
を
ま
と
め
る
際
に
何
ら
か
の
コ
メ
ン
ト
を
用
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
総
じ
て
、
本
書
が
明
ら
か
に
し
た
様
々
な
事
実
が

今
も
わ
れ
わ
れ
に
貴
重
な
知
見
を
あ
た
え
て
く
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
補

注
の
類
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
知
見
の
現
代
的
意
義
を
明
示
し
て
い

た
だ
き
た
か
っ
た
と
い
う
思
い
は
禁
じ
え
な
い
。

　
ド
イ
ツ
社
会
全
体
に
対
す
る
本
書
の
「
現
代
性
」
を
語
る
エ
ピ
ロ
…
グ
に

も
同
様
の
問
題
が
あ
る
。
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
は
【
九
八
一
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
展

覧
会
に
関
す
る
言
説
を
通
し
て
、
現
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
権
威
主
義
が
い
ま

だ
大
き
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
エ
ピ
ロ

…
グ
で
語
ら
れ
る
「
隠
隠
」
が
す
で
に
一
五
年
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注

意
を
喚
起
し
た
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
ド
イ
ツ
は
こ
の
一
五
年
間
ド
イ
ツ

統
一
を
頂
点
と
す
る
大
変
動
の
も
と
に
お
か
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
「
一
九
八

」
年
」
を
も
っ
て
ド
イ
ツ
の
「
現
代
性
」
を
語
る
の
に
は
か
な
り
躊
躇
を
覚

え
ざ
る
を
え
な
い
。
ネ
オ
ナ
チ
や
緑
の
党
に
対
し
て
著
者
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
知
り
た
く
お
も
う
。

　
以
上
い
く
つ
か
コ
メ
ン
ト
を
試
み
た
が
、
誤
読
や
誤
解
に
基
づ
く
も
の
が

あ
れ
ば
、
著
者
の
御
海
容
を
乞
う
ば
か
り
で
あ
る
。
さ
て
、
本
書
評
の
最
後
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に
次
の
点
だ
け
は
記
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
本
書
を
通
読
し
て
と
く

に
感
銘
を
う
け
た
の
は
、
実
証
的
な
研
究
を
著
老
独
自
の
大
き
な
視
野
に
つ

な
げ
て
い
く
際
の
議
論
の
周
到
さ
で
あ
る
。
個
々
の
研
究
が
コ
ー
ゼ
レ
ッ
ク

や
ガ
ル
と
い
っ
た
ド
イ
ツ
人
の
研
究
者
の
議
論
を
介
し
て
当
該
社
会
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
上
で
、
ド
イ
ツ
史
に
つ
い
て
の
著
者
の
見
通
し
の
中
に
位
置
づ

け
直
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
読
者
は
、
個
別
具
体
的
な
事
象
か
ら
無
理
な
く

著
者
の
大
き
な
見
通
し
に
視
野
を
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
近
年

の
西
洋
史
研
究
が
、
史
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
に
伴
い
、
そ
の
代
償
と
し

て
細
分
化
が
進
み
、
そ
こ
に
大
き
な
視
野
が
見
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
は
否
定

で
き
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
う
し
た
傾
向
に
本
書
が
も
つ
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

と
し
て
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
と
い
う
点
を
、
自
戒
の
念
を
込
め
つ
つ
指

摘
し
て
本
書
に
対
す
る
書
評
を
締
め
く
く
り
た
い
。

　
①
　
善
用
清
「
一
八
四
〇
年
代
ド
イ
ツ
の
急
進
主
義
の
思
想
像
i
J
・
フ
レ
ー
ベ

　
　
ル
を
中
心
に
」
西
川
長
夫
・
松
宮
秀
治
・
三
川
清
編
『
ロ
マ
ン
主
義
の
比
較
研
究
騙

　
有
斐
閣
、
一
九
八
九
年
、
同
「
革
命
後
の
ユ
ー
リ
ゥ
ス
・
フ
レ
ー
ベ
ル
…
あ
る

　
「
。
「
蔓
－
鼠
σ
q
年
2
の
足
跡
」
『
立
命
館
史
学
騙
一
〇
、
　
一
九
八
九
年
、
同
「
ユ
…

　
リ
ウ
ス
．
フ
レ
ー
ベ
ル
と
『
ド
イ
ツ
問
題
』
」
『
立
命
館
文
学
』
五
三
四
、
一
九
九

　
四
年
。

②
　
デ
ー
ヴ
ィ
ト
・
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ン
、
ジ
ェ
フ
・
イ
リ
…
『
現
代
歴
史
叙
述
の
神

　
話
i
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
』
晃
洋
書
募
（
望
圏
幸
男
訳
）
、
　
一
九
入
三
年
。
論

　
争
に
つ
い
て
は
松
本
彰
「
『
ド
イ
ツ
特
殊
な
道
無
論
争
と
比
較
史
の
方
法
」
『
歴
史

　
学
研
究
』
五
四
三
、
一
九
八
五
年
。

③
一
貯
σ
q
零
図
。
。
冨
（
誕
σ
q
顧
）
㌧
b
ご
傭
『
α
q
ゆ
円
ε
∋
一
ヨ
δ
。
冒
剛
三
≡
”
9
3
Q
α
a
ロ
σ
q
曾

　
一
り
8
．

④
　
山
井
敏
章
『
ド
イ
ツ
初
期
労
働
者
運
動
史
研
究
－
協
同
組
合
の
時
代
』
未
来

　
社
、
一
九
九
三
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
A
5
判
　
轍
十
四
〇
九
＋
六
頁
　
一
九
九
六
年
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晃
洋
書
房
　
五
九
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
大
学
教
育
学
雲
助
激
授
　
新

　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
ニ

評書
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